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福島第一原子力発電所事故後の緊急作業者を対象とした Cs による内部被ばく線量の評価 

Dose assessment to Cs internal exposure for emergency workers after the accident at Fukushima Daiichi Nuclear Power Plant 

 

放射線医学総合研究所*  ○谷 幸太郎，仲野 高志，栗原 治，金 ウンジュ，藤林 靖久，明石 真言 

(TANI, Kotaro; NAKANO, Takashi; KURIHARA, Osamu; KIM, Eunjoo; FUJIBAYASHI, Yasuhisa; AKASHI, Makoto) 

 

１．はじめに 

 福島第一原子力発電所事故後，7名の緊急作業者を対象として 4年間にわたり Cs-134, -137の体内放

射能を定期的に測定してきた。測定された放射能は，ICRP Publ. 68 にある線量係数の導出に使用された

体内動態モデルに従って減少してきたが，事故後 3年目以降でモデルとの乖離が見られるようになった。

ICRP Publ. 68では，Csは可溶性であると仮定されているが，使用済み燃料中の Cs は不溶性として振る

舞うことが指摘されている 1, 2)。また，可溶性であっても骨格あるいは軟組織に強固に沈着することが

指摘されている 
3)。そこで本研究では，これらを考慮して Csの内部被ばく線量を評価した。 

 

２．方法 

 ヒト呼吸気道モデル（ICRP Publ. 66）及び強固な沈着を再現できる最新の Csの代謝モデル 4)とを組み

合わせ，吸入摂取時の体内動態を発表者らが開発したツールを使用して解析した。呼吸気道から血液へ

の吸収速度（吸収タイプ）を F (Fast), M (Moderate)又は S (Slow)とし，小腸での吸収速度も吸収タイプに

応じて調整した。体内動態の解析結果から，3つの吸収タイプの摂取量を定数とする式で体内放射能の

時間変化を表し，実際に測定した体内放射能との比較によってその定数を推定した。線量評価にあたっ

ては，使用したモデルに基づいて新たに導出した預託実効線量係数を適用した。 

 

３．結果 

 吸収タイプごとの Cs-137 の摂取量（IF, IM, IS）を定数とする体内放射能の時間変化を次式で与えた。 

 

𝑅(𝑡) = 𝐼𝐹(0.444𝑒
−0.00728𝑡 + 0.000739𝑒−0.001533𝑡) + 𝐼𝑀(0.0458𝑒

−0.00582𝑡 + 0.0000467𝑒−0.00149𝑡) + 𝐼𝑆 ∙ 0.0315𝑒
−0.000789𝑡 

 

本式を使用し，3つの吸収タイプの 7通りの組み合わせで

体内放射能の測定値をフィッティングした結果，F,S，M,S

又は F,M,S の組み合わせで測定値を良く再現し（Fig. 1），

線量はそれぞれの場合で 3.2，19及び 4.7 mSvと評価され

た。今後，作業者の測定を継続するとともに，各吸収タイ

プの摂取可能性，Cs-137の沈着部位等の検討を加えること

で，より妥当な線量の評価が可能であると思われる。発表

では，他の作業者及び Cs-134 の結果を含めて報告する。 
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Fig. 1 Curve fitting in all combinations 

of absorption types (F, M, S) 


